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  ～  そ  よ  風  の  よ  う  に  街  に  出  よ  う  ～ 

 

S  S  T  L 

つ く ば ね 通 信 
    

社会福祉法人つくばね会 
代表 千葉県我孫子市都部新田３７－２ 

 

ＴＥＬ ０４―７１８７―１９４４ 

ＦＡＸ ０４－７１８７－１９４７ 

      ＨＰ http : / / tukubaneka i . sakura .ne . jp / 
編集・発行：けやき社会センター・はるか 

おおばん・ふれんず・楓・サポートセンターけやき 
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訓練から就職へ！～小さな一歩が未来をつくる～ 

★今回は、将来の夢（就職）に向かって頑張っている利用者２名をご紹介させていただきます★ 

 

 8 月の終わりに、クリーンメイトセンターの面接に千葉県庁へ職員と一緒に行ってきました。 

当日はめちゃくちゃ緊張しましたが、お昼に本千葉駅で食べた丼丸というお店の海鮮丼が美味しくて、

少し緊張が和らぎました。面接はやってみると意外と早く終わり、練習通り上手く出来ました。ここへ

至るまでに、はるかで農作業訓練や公園清掃など外作業を主にやってきました。夏の暑い日の外作業は

大変でしたが、仲間と一緒に何とか頑張ることが出来ました。 

 そして 9 月、合否を知らせる手紙が届きました。結果は…採用！！色々な事がたくさんありましたが、

今まで頑張ってきて良かったです。１０月から社会人になります。今までのことを活かして頑張りたい

です。                            （はるか移行 利用者 野村 拓人） 

 

 私の目標は、IBUKI というハーブなどを育てる会社に就職することです。その為に、はるかの訓練を

頑張っています。好きな訓練は、洗車、公園清掃…全部です！洗車は洗う前に窓が開いてないか確認し

たり、ホースで上から下まで流すのが得意です。公園清掃は、熊手で落ち葉を集めたり、枝やゴミを拾

うのが得意です。どちらの訓練も、終わった後キレイになっているのが気持ち良いです。 

 8 月の終わりに IBUKI 柏ファームへ、9 月には茨城県牛久市に新しくできるファームへ見学に行きま

した。見学が出来てとても嬉しかったです。造花を使って実際にハサミで切ったり、ピンセットを使っ

て植えたりしました。見学や体験をして、早く実習がしたい！早く働きたい！という気持ちが強くなり

ました。これからはるかで、面接の対策をしたり、練習を頑張りたいと思います。 

（はるか移行 利用者 Ｉ・Ｔ）
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今の私にできること 
2016 年に起きた津久井やまゆり園事件は、19 人の障害のある方々の命が奪われた痛ましい出来事であり、当

時の植松被告人が現在の私と同じ 26 歳であり元職員だったことに、正直驚きを隠せませんでした。亡くなられた

方々のご冥福をお祈りするとともに、ご家族や関係者の方々の苦しみや悲しみを思うと、本当に胸が痛みます。 

この事件は、社会に対し大きな衝撃を与えたと思います。植松被告人は「障害者は社会に必要ない」と語った

とされており、その言葉はあまりにも残酷で、決して許されるものではありません。福祉に携わる者として、この事

件を過去の出来事として片付けるのではなく、常に自分の仕事と重ね合わせながら考え続けなければならないと

感じています。 

 

現在、ふれんずで障害を持つ子どもたちと関わっております。つくばね会に入社してから 6 年間、子どもたちの

成長を近くで見てきました。日々の支援の中で、思うように伝わらず戸惑ったり、どう関わったら良いのか、どの支

援が子どもたちの成長に繋がるのか、沢山悩むこともあります。しかし、一緒に過ごす時間を重ねる中で、言葉数

が増えたり、順番が待てるようになったりとできることが増え、子どもながらに一歩ずつ成長していく様子を感じた

り笑顔を見ると、とても励まされ“この仕事を選んで良かった”と思います。 

一方で、私はまだ重度障害を持つ方や強度行動障害を持つ方と直接関わった経験がありません。そのため、

当時植松被告人がどのような思いで働いていたのか、完全に理解することはできません。もし、私が同じ年齢で

福祉の経験も浅いまま同じ状況下で重度障害を持つ方と向き合っていたら、支援に迷い間違った支援をしてし

まっていたかもしれないと思うことがあります。だからこそ、この事件は「特別な誰かの問題」として考えるのではな

く、「自分自身にも起こりうること」として考える必要があると感じています。私に今できることがあるとすれば、子ど

もたちがふれんずに来て「今日も一日楽しかった！」と思ってもらえるような支援を提供できる職員であること、保

護者の方が安心して大切な子どもたちを預けられる場所にすることを目標とし、日々働くことです。ふれんず職員

として、子どもたちにとっての幸せを支援者側が勝手に決めつけてはいけないと思いますが、幸せになってほし

いという願いや、成長が楽しみといった気持ちがあります。この気持ちを大切にしながら、これからも福祉の現場

で利用者の方々と関わり続けていけたらと思います。 

このような事件が二度と起こらないようにするためにも経験が浅い職員のうちの一人として、日々の支援に対し

て学び続け、分からないことや不安なことがあれば周りの職員と協力し合いながら福祉に携わっていけたらと思い

ます。もちろん、そのためにも日々の職員との報連相や雑談などのコミュニケーションを大事にし、先輩職員から

後輩職員など働く人が風通しの良い職場だと思えることも大事だと思います。植松被告人が当時どんな職場環

境で働いていたか分かりませんが、働く環境によってはもしかしたら考え方を変えることが出来たかもしれませ

ん。 

 

 法人の理念でもある“共に生きる”とは、障害のある人もない人も「一人の大切な人」として尊重し合うことだと思

います。もちろん、相手の気持ちを完全に分かることはできません。しかし、分からないからこそ、寄り添おうとする、

一緒に考えようとすることが大事であり、障害を持った方と近くで関わる職員として「相手を知ろうとする気持ち」を

無くしてはいけないと感じます。私は、入社当時ある先輩から「利用者の方に常に興味を持つこと」を教えていた

だきました。初めはなんとなくで受け入れていましたが、今では興味をもつことの大切さを身をもって経験し、日々

の利用者支援に励んでいます。これからも、利用者の方の気持ちに寄り添い、利用者の方からも「出会えて良か

った」と思ってもらえるような職員でありたいです。 

（ふれんず 松崎 李星） 


